
定着 WG 

意見交換内容（メモ） 

【日時】2018 年 10 月 18 日（木）15 時～17 時 

【場所】情報科学研究科 C 棟 6 階 C609 

【構成員（敬称略）】清水（座長・情）、尾上（情）、村田（情） 

若宮（情）、原（情）、平岡（生）、細田耕（基）細田一（情）、津田（情） 

【陪席（敬称略）】鐘ヶ江大学院係長（情） 

【欠席】藤原（情）、増澤（情）、深川（生） 

 

来年度以降の HWIP 定着計画について議論の上以下のことを決定した。 

１） リーディングプログラムを全学の国際共創大学院学位プログラムとして位置づけ定着

させる。 

２） 情報科学研究科に正規科目として定着させる。 

３） 副専攻プログラムとして全学に普及させる。 

 

総括 

今までの議論を総括し WG として HWIP 定着について以下のようにまとめる。来年度以降

の活動の指針とすることを企画運営委員会に上申する。ヒアリングの資料に反映する。 

１） 大学からの奨学金の賦与の仕方について 

色々なパターンをシミュレーションの上、協議し以下のようにすることとした。 

(ア) HWIP 履修生１、２年次（M１、M2） 

① 月額 2 万円×12 か月（年間 24 万円） 

② 対象：履修生申請者 

(イ) HWIP 履修生 3 年次以降（D1、D2、D3） 

① 月額３万円×12 か月（年間 36 万円） 

② 対象：履修生申請者 

 ・大学の規則により他の返還免除奨学金を月 5 万円以上受けているもの、学振研究員は

除外する。 

 ・履修生は前年度末までに奨学金に申請し、担当教員でチェックし支給する。 

  新年度入学者は、入学月に申請する。 

 ・大学から 2000 万円奨学金に充てられるので全員に受給することは可能。 

 ・３年次以降の履修生は別途、授業料免除となる。 

 ・3 年次以降は学振研究員になれるよう申請を強く指導する。 

 ・研究科から RA 経費を別途支給できるよう検討をお願いする（支給の方法、額などは各

研究科に一任する）。（年間 30 万円、50 万円など） 

 ・HWIP は履修生数が多いので一人当たりの額を上げられるよう大学にお願いする。 



 

２） 平成 31 年後以降のカリキュラムなど（教職員 3 名ずつを想定 または 以降は１名ず

つを想定） 

(ア) 教員 3 名：教務、産学と融合研究、海外連携を担当 

(イ) 職員 3 名：教務、会計、産学および海外 

(ウ) 履修生定員 20 名 

(エ) 平成 31 年度については全カリキュラム、科目を継続することを WG として決め

た。将来、運営体制が縮小すると判断した場合の運営については→のように研究科

の科目との読み替えなどを行って負担を減らし定着させていく。 

(オ) １年次  

① 創出論（企） → 維持 または 情報研究科イノベーション論 

② 融合研究→ 維持 

③ 基礎論Ⅰ、Ⅱ→維持 または 各研究科の科目に戻す 

④ マシンラーニング→ 情報科学研究科の適当な科目 

⑤ セミナー（合宿）→ 維持 または 各研究科のセミナー科目に移動 

⑥ 研究室ローテーション→ 維持 

⑦ Pre-QE→ 維持 

(カ) 2 年次 

① 融合領域研究→ 維持 

(キ) ３年次 

① 実践演習（企）→ 企業とのイベントに置き換え。発表会？ 

② 融合領域 PJ 研究→ 維持 

③ インターンシップ、海外インターンシップ、起業→ 必須でなくす 研究科の

博士課程単位も可 

④ 融合領域 PJ PI 研究→ 維持 

⑤ R-QE →維持 

(ク) 5 年次 

① 最終審査 →維持 

② 修了要件 →維持 または 変更（来年度入学以降） 

1. 英語の学位論文 または 日本語の学位論文 

2. 英語で主筆の掲載論文 または 主筆の掲載論文 

3. 融合研究成果（論文、国際会議発表） または レポート 

4. 英語のプレゼン（最終審査） または 日本語 

5. TOEIC730 点 または なし 

6. GPI 

7. 40 単位 または 36 単位程度 



(ケ) その他（学年共通） 

① 学生アドバイザリ→維持 

② 産学連携連絡協議会→維持 

③ 海外短期渡航→維持 または お金があれば維持 

④ GPI→維持？ 

⑤ 英語トレーニング→大学本部に移行 

 

３） 積極的拡張か縮小かについての議論まとめ 

本プログラムの運営の方向性について議論した。継続審議していく。 

(ア) 大学本部の意向を聞きつつ活動方針を柔軟に決めることとした。 

(イ) 卓越には、あることを前提にしないが、行くことになる準備はタイミングを見て行

うこととした。当面、体制を維持する。 

(ウ) 来年度、卓越に行く場合は積極方向、そうでなくて、大学で続ける場合は縮小方向。

大学からの運営の経済支援動向を注視することとした（履修生の動きはとらわれ

ずに決める）。 

(エ) HW のコンソーシアム（どちらの方向性でも立ち上げレガシーを残す）について検

討することとした。 

① 教員、履修生、修了生、企業 

② アドバイザ：小粥先生、国際アドバイザリ委員 

③ 大阪大学の会、３研究科の会？ 

④ 企業からの共同研究、資金提供受け皿、学生の紹介窓口などを行う 

⑤ HW の学理追及、社会に還元、人的 NW 形成を目的とする 

⑥ 年に一度はイベントを開催（研究発表、マッチング、インターン説明など） 

⑦ IT を活用して情報交換の仕組み 

(オ) コア履修生以外の参画 

① 科目ごとに履修を可とする学生を受け入れる。毎年 40 人程度 

② 奨学金、必須単位、アドバイザリ制度、研究費 PI 権利、学生活動幹事権利、

HW 学位はない。 

③ 融合研究への参加を認める（単位は出す）。年度初めに参加の意思を確認する。  

④ 年に一度のイベントには参加必須（（エ）⑥） 

⑤ D に移る段階でコアと非コアを移動できる 

⑥ コア履修生以外の受け入れのひとつとして、平成 31 年度大学の高度副プログ

ラムとして研究科から申請する。（幹事部局：情報科学研究科、連携部局：生

命機能研究科及び基礎工学研究科）（細田一）8 単位、修了証あり 

⑦ 情報科学研究科学生はプログラムが提供する科目を履修できる。 

(カ) 研究科への定着について 



① 情報科学研究科の正規カリキュラムの中に HWIP を定着できるかについて課

題を洗い出し、可能であれば平成 31 年度に設置することとした。情報科学研

究科専攻長会にかけていただく。 

(キ) 広報について 

① 上記の基本方針にのっとって来年度の新入生に対して選抜応募のための広報

を実施する。（若宮） 

1. 説明会 

2. 履修要項 

② 企業とのマッチングイベントを 12 月開催の方向で検討いただく（若宮） 

1. 履修生、修了生の良さを担当企業、担当以外の企業にも見せるマッチング

イベント開催を計画 

2. 履修生の研究、融合研究を紹介 

3. 交流（優秀な人材を早めに企業に見せる） 

4. 企業に裏方として参加してもらう 

5. 履修生には 8 月 31 日に説明会を開催 

その他 

① 企業からの共同研究の受け入れ検討（細田一） 

1. 担当教員の責任の明確化が必要 

2. 研究科で受け入れる（国際共創で受け入れるが会計は情報） 

② クラウドファンディングについて（細田一） 

1. 委任経理金として受け入れ可能 

2. 研究科で受け入れる（国際共創で受け入れるが会計は情報） 

 

 

今後の予定 

第 4 回会議 12 月 20 日（木）15 時から 17 時（開催未定、必要がなければ実施しない） 

 

参考 

8 月 31 日 総長と履修生の懇談会 

10 月 12 日 現地視察予定日（実施されるかどうか未定） 

11 月 本部、理事、総長とヒアリング対応会議 

11 月 21 日 事後評価ヒアリング（東京）総長、小林理事、尾上 PG 責任者、清水コー

ディネータ出席予定 
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（副専攻プログラム） 部局名　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

NO.
新設
継続

プログラム名称 連携部局
修了
要件

単位数

履修
対象者

英語のみでの
修了可否

授業開講部局所属学生がプログラム履修した場合の工夫
※一つの研究科開講科目だけで構成される

プログラムのみ記入すること。　（注）
1
2
3
4

（高度副プログラム）

NO.
新設
継続

プログラム名称 連携部局
修了
要件

単位数

履修
対象者

英語のみでの
修了可否

授業開講部局所属学生がプログラム履修した場合の工夫
※一つの研究科開講科目だけで構成される

プログラムのみ記入すること。　（注）

1 新規
ヒューマンウェアイノベーション副
プログラム

生命機能研究科、基礎工学
研究科

8単位以
上

Ｍ・D 不可
提供する全ての科目が、情報科学研究科以外の教員も含
んだ合同開講によるものであり、いずれの科目を選択しても
幅広い分野の素養を身に付けさせることができる。

2
3
4

（科目等履修生高度プログラム）

NO.
新設
継続

プログラム名称 連携部局
修了
要件

単位数

履修
対象者

英語のみでの
修了可否

備考

1
2
3
4

（※注） 　一つの研究科開講科目のみで構成されているプログラムにおいては、当該研究科所属の履修者でも各プログラムの趣旨や目的（下記申合せに記載）に添ったプログ
ラムを修了できるよう工夫を取り入れ、その具体的な内容を記入してください。
　なお、上述下線に該当しないプログラムは記入不要です。また、大学院科目等履修生高度プログラムにおいても記入不要です。

【参考】
大阪大学大学院副専攻プログラムに関する申合せより抜粋
（趣旨及び目的）
第1条
２　副専攻プログラムは、本学大学院学生に主専攻に準ずる専門的素養又は幅広い分野の素養を培わせることにより、もって複眼的視野を獲得させることを目的とする。

大阪大学大学院等高度副プログラムに関する申合せより抜粋
（趣旨及び目的）
第1条
２　高度副プログラムは、本学大学院学生等に幅広い分野の深い素養を体系的に身に付けさせるとともに、高度な専門性の獲得及び勉学意欲を喚起させることを目的とする。

平成３１年度各プログラム提案書一覧



構成科目

ヒューマンウェア基礎論IIM 2 秋～冬学期 情報科学研究科（博士前期） ①②③④

ヒューマンウェア基礎論IID 2 秋～冬学期 情報科学研究科（博士後期） ①②③④

ヒューマンウェア基礎論IM 2 春～夏学期 情報科学研究科（博士前期） ①②

ヒューマンウェア基礎論ID 2 春～夏学期 情報科学研究科（博士後期） ①②

ヒューマンウェア融合領域プロジェクト研究D 4 春～冬学期 情報科学研究科（博士後期） ①②③④　研究

ヒューマンウェアコミュニケーションM 2 春～冬学期 情報科学研究科（博士前期） ③④　集中

ヒューマンウェアコミュニケーションD 2 春～冬学期 情報科学研究科（博士後期） ③④　集中

ヒューマンウェア価値創造実践D 2 春～冬学期 情報科学研究科（博士後期） ①③④
ヒューマンウェアイノベーション実践演習D 4 春～冬学期 情報科学研究科（博士後期） ①③④　集中

ヒューマンウェアイノベーション入門M 2 春～冬学期 情報科学研究科（博士前期） ①③④　集中

ヒューマンウェアイノベーション入門D 2 春～冬学期 情報科学研究科（博士後期） ①③④　集中

ヒューマンウェア熟議セミナーM 2 春～冬学期 情報科学研究科（博士前期） ①②③④　集中

ヒューマンウェア熟議セミナーD 2 春～冬学期 情報科学研究科（博士後期） ①②③④　集中

①
ヒューマンウェアイノベーション創出論D 2 秋～冬学期 情報科学研究科（博士後期） ①

平成３１年度　大阪大学大学院等高度副プログラム提案書（新設・継続・募集停止・募集再開）

平成３０年　　月　　日

プログラム名

和文 ヒューマンウェアイノベーション副プログラム

英文 Humanware innovation subprogram

特記事項

趣旨・概要

情報技術の類まれな発展により人間や機械が情報ネットワークを介して密接につながり合うことで、
人間と人間、人間と環境・機械との間で予測困難な課題が生じており、また情報システムが人間や環
境にかける負担も急速に増大しています。このように激変する情報社会では「生命システムなどが持
つ仕組みを有し、人間・環境に調和した情報社会を構築する新しい技術：ヒューマンウェア」の確立
が急務です。本プログラムでは、このヒューマンウェアという視点から、「情報科学、生命科学、認
知・脳科学」の包括的な理解の下で、これらの融合から自ら課題を設定し、グループを組織・牽引し
てそれを解決することにより、新しいイノベーションへと導く人材を育成します。

到達目標（修了時に身
に付く能力）

本プログラムでの学習を通して、以下の能力を備えた方に修了認定証を授与します。
①ヒューマンウェアという視点をもってイノベーションの方向性の転換を考えられる能力。
②情報科学、生命科学、認知・脳科学の分野を横断的に考え、議論できる能力。
③課題設定とグループによる解決に挑戦できるﾃﾞｻﾞｲﾝ力､ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力､ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ力。
④専門分野や立場、国や文化などが異なる多様な人と協働できる能力。

カリキュラムの構成

上記の教育目標を達成するために、学生がそれぞれの目的に応じて自主的に成長するための科目を提
供しています。例えば、異分野の学生が集まり、時には教員も取り込み、チームにて課題を設定して
挑む中で、上記能力を獲得します。講義から学ぶことよりも、人とのつながりと自身の行動や思考に
よる成長を想定しています。また全ての学生に画一的な教育を提供するのではなく、ヒューマンウェ
アという概念に焦点を当てながら、できる限り個々の学生の目的や個性に合わせた教育の場を提供す
ると同時に、学生よるプログラムの改善と発展も歓迎します。

実施責任者
(所属・職名・氏名)

情報科学研究科・研究科長・尾上孝雄

履修資格・条件

選抜のうえ、受講者を決定します。
情報科学、生命科学、認知・脳科学およびその複合領域についての関心があり、異分野の論点を理解
するための強い好奇心、対象を多面的に捉えるための柔軟性と無邪気さ、異分野交流に必要なコミュ
ニケーションの意欲を持つ学生を歓迎します。

前提知識の目安 文系理系を問わず様々な分野の学生の受講を期待します。

8単位以上

履修対象者
※該当以外を削除

※学生は、上位課程の科目を履修できません（例えば、博士前期課程の学生による博士後期課程科目履修等）ので、　履修対象者が複
数の課程にわたる場合は、科目構成等に留意ください。
※学生向け案内冊子の原稿作成にあたり、同一の項目については本提案書の記載事項をそのまま流用しますのでご留意ください。

修了要件

時間割
コード

授業科目名
単位数 開講学期

（4学期制）

学部５、６・修士・博士

提案（幹事）部局

連携部局 生命機能研究科、基礎工学研究科

部局名 情報科学研究科

開講部局(課程） 備考
必修 選択選必

ヒューマンウェアイノベーション創出論M 2 秋～冬学期 情報科学研究科（博士前期）



※新規又は昨年度より変更がある場合のみご提出ください。

プログラム名 ヒューマンウェアイノベーション副プログラム

実施部局等 情報科学研究科

担当教員名 (１名） 清水浩

キーワード
１５文字以内推奨
(２５文字が限度）

融合研究、イノベーション

【留意事項】

キーワード： １６文字以上はサイズ縮小の際にデザインの崩れが起きる可能性があるため、

１５文字以内を推奨します。（２５文字が限度）

プログラム説明： ・メッセージの内容について、３００文字～５００文字の範囲で記入をお願いします。

　（スマートフォンでのワンスクロール分が文字数上限となります。）

・新ページの移行にあたりテキストのみの表示になるため図・表は掲載されません。

・ホームページを掲載される場合はURLをご記入願います。

プログラム詳細（URL）： プログラムシラバスへのリンクが追加されます。

平成３１年度　副専攻/高度副/高度プログラム実施部局メッセージ

プログラム詳細（ＵＲＬ）：

プログラム説明：　300文字～500文字以内

［プログラムのねらいや特徴、どういう人に学んでもらいたいか等、アピールポイントを端的に説明してください。
写真、図等は貼付けできませんのでテキストのみでお願いします。］

情報技術の類まれな発展により、人間と人間、人間と環境・機械との間で予測困難な課題が生じており、また
情報システムが人間や環境にかける負担も急速に増大しています。このように激変する情報社会では「生命
システムなどが持つ仕組みを有し、人間・環境に調和した情報社会を構築する新しい技術：ヒューマンウェア」
の確立が急務です。本プログラムでは、このヒューマンウェアという視点から、「情報科学、生命科学、認知・脳
科学」の包括的な理解の下で、これらの融合から自ら課題を設定し、グループを組織・牽引してそれを解決す
ることにより、新しいイノベーションへと導く人材を育成します。

具体的には、様々な学生が、それぞれの目的に応じて自主的に成長するための、主に実践を通した学びを提
供しています。例えば、異分野の学生が集まって、必要な場合には教員を取り込み、チームにて課題を設定し
て解決するという実践の中で、必要な能力を身に付けてもらいます。特に、講義を聞いて学ぶということよりも、
様々な学生や教員とのつながりや、自身の行動と思考により成長することを想定しています。

文系理系を問わず、上記に関心があり、意欲のある学生を歓迎します。

http://www.humanware.osaka-u.ac.jp/

＊写真データ
（上半身・顔）貼付欄
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⼤阪⼤学における⼤学院教育改⾰の核として定着・発展
国際共創⼤学院推進機構(仮称)の設置（PO訪問時2018.05）

⼤学院教育改⾰WG

2

⼤阪⼤学における⼤学院教育改⾰の核として定着・発展
国際共創⼤学院推進機構の設置（2018.08-10）

⼤学院教育改⾰WG

副プログラム
情報科学研究科
⽣命機能研究科
基礎⼯学研究科

情報科学研究科正規科⽬
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モジュール⽅式によるヒューマンウェアイノベーショ
ンの⼤学、研究科への内在化

⼤学本部

従来型⼤学院 リーディング⼤学院
横ぐし

その他研究科研究科
教員組織（研究）

教育組織（学⽣）
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モジュール⽅式による
University-wide major minor system
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モジュール
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⼤阪⼤学の⼤学院改⾰ビジョンを具現化するHWIP

Interdisciplinary
異分野融合
異分野と知を融合する

Transdisciplinary
社会・産業と連携
社会で知を統合する

ヒューマンウエアの
仕組みを発展

融合研究 社会課題解決



5

⼤阪⼤学における⼤学院教育改⾰の核として定着・発展１
学位プログラムの定着・学位審査体制の整備

 ヒューマンウェアイノベーション博⼠課程教育プログラムの成功（補助⾦終了後も履修
⽣を選抜・育成を実施する）。

 異なる専⾨分野（主指導教員・分野の異なる教員・学外の委員）による学位審査体制の
構築。

 全学の⼤学院教育改⾰の核となり⼤学院改⾰ビジョン制定の下、定着発展させる。
組織体制の整備・教員組織の再編
 リーディング⼤学院を国際共創⼤学院プログラム推進機構のもとで定着・発展させる。
 全学的⽀援の下、プログラムを運営する教職員ポストを配置する。
 分野を超えて時代の要請に応じて教育を提供するモジュールを産学の協⼒により整備し、
産学共創の「場」において柔軟な教育を展開する。

ヒューマンウエアの体系化・発展・内実化
 ⽣命、認知・脳分野、情報のダイナミクスを理解し、展開する分野ヒューマンウェアを
体系化していく。（情報科学研究科の正規カリキュラム（H31年度-））

 全学的には副プログラムとして展開する。
 外付けの副専攻型プログラム→「融合分野を先導（知と知の融合）」、「社会との連携
（社会で知を統合）」を促進する分野として充実させ、⼤学、研究科に内実化させる。

6

⼤阪⼤学における⼤学院教育改⾰の核として定着・発展２
産学官⺠によるインターンシップの運営

 産学連携連絡協議会を補助⾦終了後も維持、運営
 インターンシップ、学⽣アドバイザリ制度、最終審査委員会を継続実施。

産学共創により学⽣を⽀援

 ⼤阪⼤学と企業の包括協定締結により共同研究に学⽣を参加させ、リサーチアシス
タントとして経済⽀援を受ける仕組み「学⽣研究員制度」を平成29年度に既に導
⼊している。

 パナソニック、ダイキン⼯業など情報科学と密接に結びつく企業の参画により学⽣
研究員制度を本プログラムにも取り込んでいく。

 全学的⽀援の下、産学共創機構と連携し研究と教育を連携させる。

経済的⽀援について

 総⻑のリーダーシップのもと、H30年度よりプログラム定着発展のため、⼤学とし
てプログラムの経済⽀援を開始（H30年度︓研究科と合わせて14百万円程度⽀援、
H31年度より１.2億円程度⽀援）

 奨励⾦に代わる学⽣への経済⽀援を⼤学として実施（返還の必要がない奨学⾦︓
M2万円・D３万円/⽉）、RA制度と併⽤。全学でD授業料免除採⽤。（称号）





出願資格

募集人数

〈特別選抜〉    
大阪大学大学院情報科学研究科（情報数理学専攻、コン
ピュータサイエンス専攻、情報システム工学専攻、情報ネッ
トワーク学専攻、マルチメディア工学専攻、バイオ情報工学
専攻）、基礎工学研究科（機能創成専攻、システム創成専攻）
のいずれかの博士前期課程に、平成30年4月もしくは10月
に入学した者。 あるいは大阪大学大学院生命機能研究科
（生命機能専攻）博士課程に、平成30年4月に入学した者。 

〈一般選抜〉   
大阪大学大学院情報科学研究科（情報数理学専攻、
コンピュータサイエンス専攻、情報システム工学専
攻、情報ネットワーク学専攻、マルチメディア工学専
攻、バイオ情報工学専攻）、基礎工学研究科（機能創
成専攻、システム創成専攻）のいずれかの博士前期
課程、あるいは生命機能研究科（生命機能専攻）博
士課程に、平成31年4月に入学予定の者。

※両選抜枠共に他の博士課程教育リーディングプログラムを重複して履修することはできません。

〈一般選抜〉    20名前後 〈特別選抜〉    若干名

2/20～2/27
願書受付
3/12 面接試験

求めるのは、ヒューマンウェアという新たな視点をもって    求めるのは、ヒューマンウェアという新たな視点をもって    
イノベーションの方向性を転換できるリーダーイノベーションの方向性を転換できるリーダー
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2019年度七期生  募集

求めるのは、ヒューマンウェアという新たな視点をもって    
イノベーションの方向性を転換できるリーダー

Please visit our website for English version of  this flyer !
http://www.humanware.osaka-u.ac.jp/



〈一般選抜〉 出身大学長等が作成したもの。
〈特別選抜〉 1.本学大学院入学前の最終学歴についての成績証明書
                       (出身大学長等が作成したもの)。
           　　 2.在籍中の本学大学院の成績証明書。

本学大学院合格通知書(写し)がない場合は、所定の用紙に、合格した研
究科長名で証明したものでも可。

【書類選考の対象】
所定の用紙に記入してください。英語力検定試験（TOE IC、TOEFL、
IELTS、その他）の成績について記載する場合は、スコア等を証明する書
類の写しを添えて提出してください。
【書類選考の対象】
アドミッション・ポリシーを熟読した上で、所定の用紙に記入してください。
【書類選考の対象】
出願者のことをよく知る大学教員（出願者の卒業研究指導教員、大学院
での受入れ予定教員等）が所定の用紙に記入し、厳封の上、提出してくだ
さい。自己評価は不可。

〈特別選抜〉
本学大学院在学証明書

履歴書（様式2）

出願理由書（様式3）

評価書（様式4）

履修願書（様式5）

〈一般選抜〉
本学大学院合格通知書（写し）
又は
大阪大学大学院合格証明書（様式1）

所定の用紙に記入してください。

出身大学長等が作成したもの。〈一般選抜のみ〉
卒業（見込）証明書

成績証明書

受験票・写真票（様式6）

受験票送付用封筒

所定の用紙に写真（3か月以内に撮影）を貼付し、記入してください。

長形3号（縦23.5cm×横12cm）の封筒に宛先を明記し、82円分の切手を貼付してください。

出願に関する書類

選抜についての注意
(1)受験票(受験番号)は、出願手続後、受験票送付用封筒にて郵送します。
(2)書類選考は、履歴書、出願理由書、評価書により実施します。書類選考の合格発表はプログラムホームページに受験番号を掲載することによ
    り行います。
(3)選抜(面接)試験は、書類選考合格者のみ受験できます。試験場所などの詳細な注意事項は、プログラムホームページにて発表します。
(4)最終合格者については、プログラムホームページに受験番号を掲載することにより発表するとともに、合格書類を願書記載住所へ送付します。
    電話、メールによる合否の問い合わせには応じません。
(4)履修者選抜に合格した場合は、履修手続が必要となります。プログラムを履修することによる追加の入学料・授業料は必要ありません。

注意事項
(1)出願書類に不備のある場合は受理できません。
(2)出願手続後は、原則として記載事項の変更は認めません。
(3)出願時に提出された書類は返却しません。
(4)出願書類に虚偽の記載をした者は、履修決定後であっても履修の許可を取り消すことがあります。
(5)身体に障害等がある者で、受験に際して特別な配慮を希望する場合は、原則として願書受付期間内にプログラム事務局へ問い合わせてください。

選抜プロセス

出願手続き
●出願方法………郵送又は願書受理場所への持参
●願書受付期間…平成31年2月20日(水)～27日(水)　（受付時間……午前9時30分～同11時30分、午後1時30分～同4時）
●願書受付場所…大阪大学 大学院情報科学研究科B棟6階(602号室)
 　　　　ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラム 事務室
●出願書類………出願に関する書類(一覧表の1～9)
●郵送の方法……〈宛先〉〒565-0871大阪府吹田市山田丘1-5 大阪大学 大学院情報科学研究科B棟6階
  　　　ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラム 事務局
 　　　　※角形2号（縦33 cm×横24 cm程度）の封筒を利用し、必ず「書留」郵便で送付してください。
 　　　　※願書受付期間内必着とします。　
 　　　　※封書の表に「一般選抜」「特別選抜」のいずれであるかを赤字で記載してください。
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経済支援について
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8

9

出願書類(様式1～6)、および詳細についてはプログラムホームページをご確認ください。
http://www.humanware.osaka-u.ac.jp/

ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラムでは、次のような経済支援を準備しています。　
【給付奨学金】
履修生からの受給申請に基づき、選考を経た上で給付奨学金を支給します。
2019年度の給付額は情報科学研究科、基礎工学研究科の博士前期課程、生命機能研究科博士課程1･2年次については月額20,000円、情報科学研究
科、基礎工学研究科の博士後期課程、生命機能研究科博士課程3年次以上については月額30,000円を予定しています。(課税対象にはなりません。)
なお、給付額は年度ごとに決定します。上記給付予定額は2019年度の額です。

【授業料免除】
プログラムを履修する者のうち、情報科学研究科、基礎工学研究科の博士後期課程、生命機能研究科の博士課程３年次以上に在籍（標準修業年限内
の者に限る）する学業成績が優れている者で、プログラム責任者から授業料免除適格者として推薦を受けた者を授業料免除の対象者とします。

※これらの制度は、毎年度の本学の財政およびその他の状況を勘案して実施するため、今後内容等の変更があり得ることにご留意ください。
※給付奨学金、授業料免除以外にも、プログラムを履修するうえでさまざまな形の支援を用意しています。

個人情報の取り扱いについて
(1)出願時に提出された氏名、住所、その他の個人情報については、「履修者選抜（出願処理、選抜試験実施）」、「合格発表」、「履修手続」等の業
    務及びヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラムに関する業務を行うために利用します。
(2)履修者選抜に用いた試験成績等の個人情報は、選抜結果の集計・分析及び履修者選抜方法の調査・研究のためのみに利用します。

願書受付

平成31年2月20日(水)～27日(水)

書類選考合格発表

選抜(面接)試験

合格発表

平成31年3月  4日(月)

平成31年3月12日(火)

平成31年3月15日(金)



kyoko
長方形
【変更】
大阪大学(改行)
国際共創大学院学位プログラム推進機構


kyoko
長方形
【変更】
info-hw@  (以下変更なし)


kyoko
長方形
消す。阪大ロゴを中央に





kyoko
長方形

kyoko
テキストボックス
【左記を以下に変更】
本学位プログラムでは、履修学生を対象に、学生の受給申請に基づき、選考を経た上で給付奨学金を支給する制度を設けています。また、プログラムを履修する者のうち、情報科学研究科、基礎工学研究科の博士後期課程、生命機能研究科博士課程３年次以上に在籍（標準修業年限内のものに限る）する学業成績が優れている者に対する授業料免除制度があります。(これらの制度は、毎年度の本学の財政およびその他の状況を勘案して実施するため、今後内容等の変更があり得ることにご留意ください。)
上記支援の他にも、特任教員や他分野の学内教員、さらには企業等の学外プログラム担当者が学生のメンターとなり、個別アドバイスや、異分野領域についての指導を行う「メンター制度」を取り入れています。
また、上記給付奨学金といった個人への支援のほかに、履修生が行う専門分野や融合分野の研究のうちプログラムが認めた研究に対する「研究費の助成」、プログラムで提供する国内研修・海外研修に係る「研修経費の支援」も行っています。
さらに、履修生の自主的活動を支援する「学生企画活動支援」も行うなど、履修生を多方面からサポートする支援体制を整えています。

kyoko
長方形
(背景 白 にして、適当なマークを作って)
「HW価値創造実践
  HW innovation activity」
さらに、枠を1年から4年まで引き延ばす




kyoko
長方形
このあたりに
「(マーク) HW価値創造実践(2)
 HW innovation activity」
をつくる


kyoko
長方形

kyoko
長方形
(ミネソタ大学を変更)
シドニー大学 University of Sydney

kyoko
長方形
順番を
細田    中野
オム     津田
楊        マハズーン

kyoko
長方形
津田 宗一郎  Soichiro Tsuda

kyoko
長方形
マハズーン ハーメド
Hamed Mahzoon (特任助教)


kyoko
長方形
(人科 村上先生を変更)
森田 邦久  Kunihisa Morita


kyoko
長方形
正城先生の所属
「共創機構産学共創本部」


kyoko
長方形
(Panaを清原様から)
木村 浩三   Kozo Kimura


kyoko
長方形
(NTTを芳賀様から)
岡田 顕 Akira Okada 　


kyoko
長方形
(MSを池内様から)
榊原  彰  Akira Sakakibara


kyoko
長方形
平成30年9月1日現在

HWoffice
引き出し線
【日本語の変更に対応した、こちらに差し替え】
In this degree program, we have a grant-type Scholarship for students who meet selection criteria. We also have a tuition fee exemption system during the standard study term for program students who are in the doctoral course of the Graduate School of Information Science and Technology, Engineering Science, and in the third year or higher in the Graduate School of Frontier Biosciences and show excellent performance for their study. (However, note that these systems may be subject to change depending on University's financial and other conditions.)
Apart from the above supports for students, the program adopts a “mentor system” in which specially-appointed faculty members, faculty　members from other fields at Osaka University, and coordinators from industry and other external partners will be appointed as mentors for each student, providing one-on-one advice and guidance on research in the fields outside students' specialization. 
In addition to the individual financial support provided through the above-mentioned scholarships, the program offers a variety of subsidies to support student activities. One of these supports is a student research grant for selected projects conducted by students in both specialized and interdisciplinary areas. Financial support is also available for attending domestic and international training programs and conferences, and self-directed activities of program students will also be supported by a student activities grant system.




研究クラウドファンディング(CF)の受け入れについて 

 

日本において最も有名であるアカデミストというサイトを用いて、学生が研究を受け入れてほしいとのこと。こ

れは、HW 価値創造実践の単位認定として扱える、事業化にむけての活動と考えられる。 

 

アカデミストは大学の奨学寄附金制度に合わせていて、大学は特に制度を新しくすることなく運営することがで

きる。MEXTの調査でも、日本の CF としてアカデミストを代表としている。 

 

HW において運営する場合は、以下のようになりそう（支援事務が寄附担当と相談して提案）。 

１．国際共創大学院学位プログラム推進機構として、プロジェクト支援管理係で研究費として受け入れる（未

来基金ではない）。 

２．執行は HW と同様に、情報科学研究科会計で行う。執行権限や執行の手順などは、学生が寄附金を執行す

る場合の取り扱いについて、情報科学研究科に従う。 

 

よって、今後、進めていくためには以下のようなプロセスとなる。 

１．「受け入れはプロジェクト支援管理係（寄附金を研究費として受け入れる）」はすでに OK。 

２．「執行は情報科学研究科」が研究科にお認めいただけるか？ 

３．アカデミストに投稿する具体案を、プロジェクト支援管理係にて確認。 

４．投稿 

５．成立すれば、受け入れ 

６．運営 

 

※ なお、たとえば教員がアカデミストを通してとったプロジェクトなら、学生を RA で雇える。ただし、もちろ

んアカデミストや出資者が認めれば。この場合、RA の雇用手続きはプロジェクト支援管理係、勤怠管理はヒュ

ーマン部門事務室で行う。→博士学生支援につながる。 

 

※ 第６条の２に抵触していないと判断される限りは大学で受け入れることができる。 

 

 

 



留意事項 
 
academist でのクラウドファンディングにあたっては、下記に⽰す主な留意事項を必ず⼀読し、これらの内容に
同意の上で、チャレンジすることとします。 
 
 
・利⽤規約とガイドラインについて 
学術系クラウドファンディングサイト「academist」の利⽤規約（ https://academist-cf.com/pages/regulation ）
とガイドライン（ https://academist-cf.com/pages/guideline ）を⼀読し、それらの内容に同意の上で、チャレン
ジを施⾏するものとします。 
 
・振込⾦額について 
⽬標⾦額を達成した場合、サイトに表⽰された⽀援総額から弊社⼿数料（１７%）と決済⼿数料（３％）、リター
ンに関する諸経費（送料、リターン作成費⽤など）を差し引いた額を振込⾦額とします。振込⾦額に関しては、
チャレンジ終了後、当社が作成した収⽀表を共有し、チャレンジャーが同意した上で、最終的に確定するものと
します。 
 
・所属機関の管理経費について 
チャレンジ終了後、研究費はアカデミスト株式会社から各所属機関宛てに、寄付⾦としてお振込いたします（※
１）。その際、各所属機関の管理経費については、基本的には各機関の寄付⾦に関する規則等に則っていただく形
になります（※２）。 
 
（※１）チャレンジャーの⽅に直接お振込することも可能です。 
（※２）これまでの事例では寄付者である当社が⼀筆要望を書くことで、管理経費を抑えられた機関もございま
した。チャレンジャーの⽅で管理経費を抑えたいという希望がありましたら、寄付担当者の⽅に、お問い合わせ
いただくのがいいかと思います。当社としては、チャレンジャーの⽅が管理経費を抑えることを希望される場合
には賛同し、必要な協⼒をさせていただきます。 
 
・個⼈の⼝座に振り込む場合の確定申告について 
チャレンジャーの個⼈⼝座に直接お振込する場合、雑所得に該当します。⾦額によってはチャレンジャーの⽅の
確定申告が必要となる場合がございます。 
 
・リターンの実現可能性について 
academist は、サポーターの⽅が「リターンを獲得する」ことをとおして研究を⽀援する仕組みです。「学会発表
資料謝辞にお名前掲載」や「論⽂謝辞にお名前掲載」など、研究の進捗によってリターンの実現に不確実性があ
る場合、その旨を適切に明⽰することとします。 
 
・⽀援がキャンセルされる場合について 
⽀援者の登録したクレジットカードが何らかの理由で使えない場合には、当社より⽀援者 
の登録したメールアドレスに銀⾏振込での⽀援要請を⾏います。⽀援要請から２週間後ま 
でに銀⾏振込での対応がない場合には、その⽀援はキャンセル扱いになるものとします。 
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